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第 19回NCC－URM全国協議会のご案内 
 
 主の聖名を讃美致します。 

 第19回NCC－URM全国協議会を、下記のように開催致します。 
現在、「経済至上主義」は世界同時的に金融恐慌を引き起こし、大きな社会不安をもたらしています。

日本においても、経済格差・社会福祉の切捨て・貧困問題等が拡大し、その結果、非正規労働者や外国籍

の移住労働者等とその家族の生活を直撃しています。 

 今回の協議会では、地域での地道なURMの取り組みを共有することで、経済至上主義の問題を問うと
共に、今日における宣教の課題を明確にしていきたいと願っています。 
 また特に、2010年はエキュメニズム 100年を迎える年となり、その歴史と意義をURMの視点であら
ためて問い直す機会にできたらと願っています。ご多忙のこととは存じますが、ぜひご参加くださるよう

お願い致します。 
                             NCC－URM委員会 
                             委員長 李 清 一 

 
【 開催要項 】 
  主   題：「経済至上主義を問う －地域の再生と宣教の課題」 

  日   時：2010年3月14日（日）～16日（火） 
  場   所：関西セミナーハウス（京都市左京区一乗寺竹の内町23 ℡ 075－711-2115） 
  主   催：日本キリスト教協議会都市農村宣教（NCC－URM）委員会 
  後   援：KUIM（関西キリスト教都市産業問題協議会） 
  参 加 費：￥25,000 
  交通費補助：遠隔地からの参加者には、交通費の一部を補助します。 
        ＜例＞  広島：￥5,000  東京・九州地域：￥10,000  北海道・沖縄：￥20,000 
  〆切日：2010年2月20日（返信用紙でFAXしてください。FAX06-6718-0988KCC） 
 
 
【 プログラム内容 】 

  開会礼拝：春名康範（関西セミナーハウス所長） 

  特別講演：「エキュメニカル運動100年とURM」 神田健次（関西学院大学教授） 
  発   題： 

①原発（浜松原発・プルサーマル問題）       内藤新吾（日本福音ルーテル教会牧師） 
    ②農業問題（農基法と農業の今）          松村重雄（日本基督教団牧師） 
    ③移住労働者問題（南米からの移住者とその家族）  池住 圭（日本聖公会中部教区） 
    ④日雇い労働（派遣の問題）            大谷隆夫（日本基督教団牧師） 
    ⑤「沖縄」をとりまく状況（基地問題・沖縄独立論） 後藤  聡（日本基督教団牧師） 
    ⑥「三里塚闘争」に関わって            永井  満（日本自由メソヂスト教団牧師） 
  閉会礼拝：浜本京子（バプテスト病院チャプレン）－交渉中 
  声明文担当：金成元（KCC）・秋山 仁（日本福音ルーテル教会）・小林 明（教団・部落解放センター） 
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プ ロ グ ラ ム 

 

 3月14日（日） 3月15日（月） 3月16日（火） 

8：00 
   

 
朝     食 朝     食 

9：00 
 

 

発   題  ① 
 

発   題  ② 
 

発   題  ③ 

全  体  会 10：00 
 

 

11：00 
 

 
閉 会 礼 拝 

12：00 
 

 
昼     食 

 
・修学院コース 
・詩仙堂コース 
・曼殊院コース 
・お点前コース 

昼     食 

1：00 
 

 ～ 解散 ～ 

2：00 
  

  

3：00 
  

 

発   題  ④ 
 

発   題  ⑤ 
 

発   題  ⑥ 

 

4：00 
  

受     付 
 

5：00 
 

開 会 礼 拝 
オリエンテーション 

 

6：00 
 

夕   食 夕     食 
 

7：00 
 

特 別 講 演 分  科  会 
（発題者を囲んで） 

 

8：00 
 

 

9：00 
 

交   流   会 自     由 

 

10：00 
 

 

 


